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ラオス水害支援 2018（ジャパン・プラットフォーム助成金事業）  

-ラオスアタプー県サナームサイ郡水害被災者へ支援物資の配布- 

認定／特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN  Newsletter  2018.11.30発行 

 

 
ラオス全土を襲った水害は、被災者約 64 万人、死者・行方不明約 150人な

ど甚大な被害を及ぼした。冨永幸子代表理事を総括とする IV‐JAPAN チーム

は、ラオス南部アタプー県サナームサイ郡内の 9ヶ所の被災者キャンプの中

で、道路寸断など支援が困難で、最も必要としている被災地を支援地に選び、

トラック、四輪駆動車、ヘリコプターと乗り継いで支援物資を届けた。 

この IV‐JAPAN支援は実はどの国際協力 NGO でも出来る事ではない。海外援助機関の入域制限

もあり政府との折衝、信頼の出来るラオス側カウンターパートの選定、輸送手段と人材の確保、

現地状況の把握、支援物資の調達、現地での県・郡・軍当局との詳細打合せ・協力の確保など、

確実に効果的な支援を被災者に届けるには数多くの難しい課題に直面する。こうした課題を乗り

越える信頼と力量が備わってこそ効果的な国際協力が実施できる。今回の緊急支援には、IV‐

JAPANの 30年間に渡る実績、冨永代表理事の 20 年間のラオス駐在などによって築いてきた信頼

と力量が発揮したものである。 

NPO 法人埼玉 NGOネットワーク理事・事務局長 加藤陽一 

 

現地で人道支援を行った当会スタッフ（左から川島氏、Nanthakone 氏、Saysamone 氏、冨永代表） 

IV-JAPANは 2018 年 8月 30日から 9 月 29日にかけて、ラオス南部アタプー県で発生したダム

決壊による水害被災者を支援するため、被災地である同県サナームサイ郡で緊急人道支援事業

を実施しました。今号の特集では、現地での支援活動の様子をレポートします。 

 
ラオス水害緊急支援で発揮した IV‐JAPAN の強み 
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幸子のラオス便り No. 40  

 

 
 

地震のないラオスも災害は例外ではなく、7 月から 9 月にか

けて台風や大雨による水害が発生し、全都県 17の内 16都県、

90 郡の 648,605 人が被災し、16,739 人が緊急避難を余儀なく

されました。残念なことに 55人が死亡、100 人が未だに行方不

明です。（出典;国連ラオス事務所）ラオスは、日本の本州位の

大きさの中に 686 万人（2017 年）の人が住んでいる山国です。 

今年はほぼ全国が水害に見舞われました。首都ビエンチャン

も例外ではなく、メコン川の近くの地域は浸水しました。中で 

も南部のアタプー県は 7月 23日に起こった水力発電ダムの決壊で、大規模な洪水被害を受け、特に

ダムがあったサナームサイ郡では 4 割強の 16,000 人余が被災して、6,000 人が家を失い、4 ヶ月経

った現在でも、仮設住宅に入れた人は半分以下、9 ヵ所の被災者キャンプでテント生活をしていま

す。20 年以上もラオスで国際協力の仕事をさせて頂いて、私にとっては第 2 の故郷ですので、何か

お役に立てないかと思い、幸いジャパン・プラットフォーム（JPF）から緊急支援の資金を頂き、8月

30 日に 4人のチームでアタプー県に飛んでいきました。 

ジャパン・プラットフォーム（JPF）は、世界各地における自然災害による被災者、紛争による難

民に対し、遅れがちであった日本の緊急人道支援を実施するため、2000 年に NGO、経済界、政府、

報道機関などが集いオールジャパンで発足しました。発足以来、47 の国・地域において総額 400億

円、約 1,200事業の人道 支援活動を展開しています。国内災害にも出動しています。今回の水害に

日本政府もシンガポールに備蓄していたテント、毛布、浄水器などの緊急救援物資を JICAを通して

ラオスに供与しました。 

  

アタプー県はラオスの中でも最貧県の 1 つで、およそ 45%余の県人口

が、国が定めた貧困レベルを下回っています。更に台風による洪水被害

が良く起こります。私どもは事前調査により、9 ヶ所の避難所の内、タ

モヨート村被災地を支援することにしました。この避難所は、陸の孤島

になっていて、もっとも緊急支援が届いていなかったからです。そして

ラオス赤十字がこの避難所の運営・管理を政府から委託されていました

ので、ラオス赤十字と協議しながら支援方法を決めました。 

タモヨート避難所には 145 世帯、およそ 800 人の被災者がいます。高

台の野原の中に、いわゆるミリタリーテントと呼ばれる、丈の高いテン

ト 100 張りに 100 家族が住み、残りの家族は高台で家屋が残った親戚、

友人宅にぎゅうぎゅう詰めで暮らしています。問題はこの避難キャンプ

までの道路や橋が壊れて、おまけに毎日の大雨で道路の修復に時間が掛

かり、唯一軍隊の 3台のヘリコプターでしかアクセスできないことです。 

私は毎日サナームサイ中等高等学校の運動場（と言っても野原ですが）のヘリポートに通い、雨が

降っても、曇りでもヘリは飛びませんし、緊急物資輸送が優先ですので、辛抱強く待ち、数回ほどタ

モヨート避難所に行くことができました。飛行時間はたったの 10 分ですが、天候に左右されるの

で、乗ったヘリが戻る時に、直ぐ折り返し便で戻らないといけません。 

キャンプで緊急に必要なのが、トイレと給水です。避難所キャンプには

3 台の箱型トイレが設置されていましたが、浄化装置も給水もないので、

直ぐ使えなくなっていました。そこで、ヘリでようやく運搬した簡易トイ

レ 2 台を赤十字ボランティアと設置、浄化槽も作り、同時に近くの川から

水を引いて給水ポンプも 2ヶ所に設置できました。早速被災者の女性が水

浴びに来て、喜んでいました。へリには 1台しかトイレが入らないので、 

2 台を運ぶのがやっとでした。電気も来てい

ないので、発電機を設置して、診療所だけ電

気が来ました。その内被災地には夜間 6時か

ら 9 時まで、近くの小川から小規模の水力発

電で電気が来ました。被災者が必要としてい

る衛生用品も全 145家族に配布できました。 
 

子ども達の笑顔が一番の成果 

被災地キャンプの様子 

ぎゅうぎゅう詰めの避難所内 

貯水用プール 

給水設備 簡易トイレ 

ラオス水害被害 -お役に立って良かった-  

タモヨート被災者キャンプ支援 
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タモヨート避難所から 500m の近くに小川があります。この川では魚も取れるの

で、みんなが釣りに来ています。避難所では何もすることがないので、バレーボー

ルやサッカーが唯一の楽しみです。何もしないで木陰に座っている人も多く、これ

からは精神面のケアーが必要と思われます。ここでは 14人の方が亡くなり、17人

が未だに行方不明です。 

80%の被災者が元の場所には戻りたくないと言っていますので、中長期計画では 4

年以内に新しい村を建設する計画です。今後は復興支援もしたいのですが、資金が

全くありませんので、募金活動を始めました。村民の聞き取り調査で、今後の生計

をどうしたらいいのかが、一番問題でした。今後は職業訓練所をサナムサイ郡都に

建設して被災者の生計向上に役立てたいと計画しています。また、当会の奨学金を

被災者に優先的に支給して、職業訓練に参加してもらいたいと思ってい 

ます。色々な物資がアセアン各国はじめ、国内からも届いていますが、

全てがラオスにとって初めての経験で、管理者もノウハウがなく、物資

配布も計画的ではありせん。私も被災者キャンプへ入り、自分としては

まずトイレが大きな問題で、夜中懐中電灯を照らしてトイレまでたどり

着くのが大変でした。本当に自分が経験しないと、被災者の気持ちが分

からないことに気付かされました。 

ヘリで運べない寝具、調理道具等の物資がサナームサイ赤十字前線倉

庫に保管しているので、道路で搬送する方法を待ち望んでいました。そ

こで 3 台の 4 輪駆動車で陸路搬送を試みました。通常パクソンから 3 時

間でタモヨートまで行けるのですが、7 時間もかけてやっと辿り着きま

した。泥の海を車が泳ぐように行きました。常に 3台で助け合いながら、

途中動けなくなった時は、ウインチのロープで引っ張り、川に橋がまだ

設置されてないところは、浅瀬を選んで強行突破、とても怖い思いをし

ました。避難所へ行く最後の 4 キロが 4 輪駆動車で 1 キロ進むのに 1 時

間かかります。それでも通行できるときはいいのですが、雨が毎日降っ

ているので、4輪駆動でも通れず、最後の 4キロは大きなタイヤのトラク

ターに物資を移し替えて、避難所に運びました。物資が着くと被災者の

子どもたちが喜んで運搬を手伝ってくれました。内緒でもってきたチョ

コレートを、許可を得てあげると、子どもたちはお菓子に飢えているの

で、大喜びでした。その後は子どもたちと歌やゲーム、折り紙で楽しく 

過ごしました。ラオスでは 9 月が新学期で、避難所の場合は 10 月からの開校となりましたが、11月

現在、タモヨート避難キャンプではまだ開校していません。 
 

全 145世帯に配布 

悪路の通行は困難を極めた 

魚釣りの様子 

バレーボールを楽しむ 

 
2018 年 3 月末にさいたま市水道局を定年退職し、20 年間の技術協力関係にある

首都ビエンチャン水道公社と契約し、シニアアドバイザーとして水道技術研修セン

ターに勤務しております。今回は、冨永代表からお話を頂き、日本での地震等の水

道災害支援の経験を活かせればと思い、プロジェクトマネージャーとして参加させ

て頂きました。 

アタプー県の水道整備は遅れており、県都のサマキーサイ郡で唯一水道水が供給

されているものの、被災地であるサナームサイ郡では水道水は未供給となっています。支援場所の

タモヨート被災者キャンプでは、浄水設備（インド製の濾過装置）が支援されていましたが、カー

トリッジ交換など適正な維持管理がなされず、安全な水の確保ができず、さらに、電力供給も夕方

3 時間のみの劣悪な状況下で、衛生環境が心配される状況でした。本支援は運搬ルート・方法など

困難な中、赤十字との協議調整の結果、速やかに衛生関連グッズの配付、水環境改善のための給水

ポンプ 2 台の供与及び設置指導などでシャワー等生活用水の近距離での使用が可能となったこと

で衛生環境を改善できたことが大きな成果と考えます。 

冨永代表のリーダーシップにより、カウンターパートの赤十字との協議や情報収集、現地での状

況判断・交渉などで難題を解決し、素晴らしい成果を上げられたことに感服いたします。 

 
 

プロジェクトマネージャーより  

 

首都ビエンチャン水道公社シニアアドバイザー 川島康弘 

被災した人たちの日々の生活 
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JICA 木工 ラオス職業教育校のトレーナーの技能向上プロジェクト 

 

 

 今回の研修の最後を飾った長澤良一専門家による 2

週間の塗装研修では、ラッカー、ウレタン、オイルフ

ィニッシュの 3種類の塗装法とともに、花梨色やチー

ク色への着色技術も習得しました。全員が 3種類の製

作家具(引き出し付き事務机、クッション椅子、四方転

びスツール)に塗装を施し、美しく仕上げることがで

きました。長澤専門家は塗料の開発者でもあるため、

塗装の手順のみならず、3 種の塗装法の特徴や適する

木材や家具の種類についてもご指導いただいたため、

各参加者はトレーナーとしての知識も身についたと

思います。もちろん技能面でも、刷毛やスプレー 

【長澤良一,木材塗装短期専門家(派遣期間:8月 20 日〜8月 31 日)】 

の使い方等も丁寧に教えてくださいました。比較的ベテランになるほど、自分のスプレーフォー

ムを変えるのが難しく、長澤先生から注意される参加者もいましたが、最終的には全員が正しい

フォームで、美しい塗装を行えるようになりました。また塗装の出来が良かった参加者には、長

澤先生から日本製の刷毛等のサプライズプレゼントもありました。参加者の多くが、地方の学校

に戻ってから、塗装や着色の技術を同僚の木工トレーナーと共有し、また学生実習に活用してい

ます。長澤専門家の技術が、ラオス全国に広まる日も近いでしょう。 

【製作家具の販売とオーダー家具製作)】 

 主任トレーナー研修では、引き出し付き事務机 7 脚、ク

ッション椅子 7 脚、四方転びスツール 14 脚を製作しまし

た。木工フェーズ 2 はトレーナーの技能向上プロジェクト

であるため、木工フェーズ 1 の職業訓練家具より仕上げに

時間をかけており、価格もやや高めに設定してあります。

これは高級木材を使用していなくても、精巧な作りで美し

い仕上げの家具には価値あることを認知してもらうことを

目的としています。SNSやチラシの効果により、家具につい

ての問い合わせ、製作家具の販売やオーダー家具の注文も

増えてきています。今後も本プロジェクトでの製作家具販

売をツールのひとつとして、日本の木工家具技術について

の情報発信を続けて行きたいと考えております。 

 

6 月 25 日から職業教育開発機関(VEDI)において 10 週間実施

された主任トレーナー研修は、参加者全員が全プログラムにお

いて合格点を獲得し、研修は無事修了しました。今回の研修の

ポイントは、自分自身が製作できるだけでなく、他の人に伝え

られるようにすることでした。図面からの更に詳細な部分の図

面作成や、無駄の少ない材料の取り方、斜めの脚の長さや角度

の算出など、指導者としての技能も磨きました。もちろん家具

も美しく仕上がりました。8 月 31 日の修了式には、VEDI の

Bounseng副所長、JICAラオス戸倉氏、ラオス家具組合(LFA)の

Kongsa 副会長が出席し、カムアン県技術学校トレーナーの

Sihay 氏とカンパイサナ社技師の Somsak 氏が参加者を代表し

て、研修の感想と今後の抱負を述べました。 
主任トレーナー研修修了式の様子 

長澤専門家による塗装研修 

引き出し付き事務机 

クッション椅子 四方転びスツール 

【主任トレーナー研修終了】 
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【主任トレーナー研修後のフォローアップとモニタリング】 

SNS での情報共有 

 石橋幸治専門家の発案により、SNS(FACEBOOK及び WhatsApp)

でグループを作り、各校での実習の様子の紹介や木工に関する

情報交換を行っています。FACEBOOK ページでは、各校の研修参

加トレーナーがそれぞれ、習得した技術を積極的に学生指導に

活用している様子を随時シェアしています。また石橋専門家は

家具に関する PDF 書籍、図面作成用フリーソフトや 2 次元及び

3次元の図面、家具製作技術等の情報を随時発信しています。

また WhatsApp は、スマートフォンで撮影した写真を簡単にア

ップロードすることができるため、リアルタイムに近い実習の

様子をシェアするのに役立っています。 

地方校におけるモニタリング実施 

 各校では 10 月頃より新学期が始まりました。今回のプロジ

ェクトの成否は、研修参加者が習得した技術を木工の実習にい

かに活かすことができるかにかかっています。11 月 26 日から

30 日までは、サワンナケート県とカムアン県の技術学校のモニ

タリングを行いました。研修参加トレーナーが、研修で習得し

た日本の木工技術を自分の学生にしっかりと教えられている

か確認するとともに、各校が抱える問題に対して助言や指導を

行うのも、モニタリングの狙いです。 

 今回の最初の 2校のモニタリングは、IV-JAPANの石橋専門家

と Thongsy(Ape)トレーナー、VEDIの Chanthachone トレーナー

により実施されましたが、サワンナケート県技術学校では実習

施設の掃除が行き届いており、機械の整備点検の状態も良く、

また製作している家具も洒落たデザインだということでした。

ただ手工具(ノミ等の刃物)の手入れが不十分だったので、石橋

専門家による追加指導が実施されました。一方カムアン県技術

学校は機械の手入れは良く出来ていましたが、実習施設の整理

整頓はあまりできておらず、手工具が不足していました。しか

し両校とも学生に対する、正確な木材加工法の指導に努めてお

り、今後実習成果が上がることが期待されます。 

 

VEDI の学生実習における指導 

 VEDI においても 11月より新学期が始まり、IV-JAPAN も

木工コース学生の家具製作実習に協力しています。今学期

の学生の課題は、来年初旬に VEDI に完成予定の新校舎に

導入する講義机(3 人掛け)10 脚と椅子 30 脚の製作です。

IV-JAPANは家具の図面作成から参加し、現在は学生に対す

る家具製作指導についてもサポートしています。 

 既存の教室に導入されている同種の机・椅子はぐらつき

があるため、今回は是非日本の家具製作技術を用いた、丈

夫で長持ちする机と椅子を製作して、学生が授業に集中で

きるようにしてあげたいと考えています。 

 

 

3人掛け講義机 講義用椅子 

サワンナケート 

カムアン 

3次元図面 SNSで各校の実習の様

子をシェア 
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千客万来  

 【8/7 JOCA 沖縄高校生スタディツアー  

・ 高校生 16名 引率 5名】 
 

私は夏休みの 3 週間を利用して

IV-JAPAN(ラオス事務所)に海外イ

ンターンシップを体験させていた

だきました。私自身もともと国際

協力に興味があり、学校外でラオ

スに教育支援をしています。その 

ため、IV-JAPAN でのインターンシップは非常に

充実しました。私はラオス人学生に英語を教えた

ことが一番貴重な体験であったと感じました。日

本にいても英語を教える機会が全くないので、海

外で英語を教えたことは良い経験になりました。

この経験は自分にとって今後活かせるものにな

ったので頑張っていきたいです。  齋木拓也 

【8/13～8/31 文京学院大学インターン受け入れ ・ 2名】 
 私自身、今回が初めての海

外インターンシップで初め

てのラオスでした。自分の趣

味であるカメラを使って広

報活動を行ったり、当時行っ 

ていたプロジェクトにも携わらせていただき

ました。現地の方々との交流や異文化に触れ、

毎日が新しい発見でいっぱいでした。3週間の

インターンシップを終えた今、ラオスが恋し

くてたまりません！IV-JAPAN 様のサポートの

元、たくさんの貴重な経験をさせて頂きあり

がとうございました。   

渡邉さつき 

【11/19 高岡万葉ロータリークラブ現地視察 ・ 11 名】 

11月 19日朝、フライトトラブルの疲れもあり、眠気まなこの 11人。

その眠気を覚ましてくれたのが IV-JAPAN の冨永代表だ。あの元気な声

と明るい笑顔を見ると誰も眠いなどと言っておれない。 

早速、バスに乗り込んで向かった先はチャンパー小学校。ドラえもん

ノート（作家藤子・F・不二雄さんは高岡出身）、ボールペン、サッカー 

ボール、バドミントンセットを届け、子ども達の笑顔に癒された。 

 次に向かったのは、ナーサイトンの職業訓練校。理美容、縫製、調理

の各コースを視察した。３年前と比較して、理美容の教室が華やいで見えたのが印象的であった。

ここではわがクラブが支援する生徒が通う、「ホスピタリティコース」の建設予定地も見せていた

だいた。途中、レストランで「カエル」等のラオス料理に舌鼓を打った。 

最後に訪れたのがビエンチャンの事務所。我がクラブからの熱い思いを「訓練生への奨学金の

目録」という形で手渡した。その後、冨永代表、増田氏からのラオス活動報告を傾聴し、木工職業

訓練コースを視察した。参加した各人各様に得ることの多い、とても中身の濃い一日であった。 

時間の制約がある中で可能な限りのアテンドしていただき、本当にありがとうございました。貴

会の活動がラオスで益々大きな成果として実ることをご祈念申し上げ、御礼の言葉とさせていた

だきます。              
 

高岡万葉ロータリークラブ 国際奉仕委員長 松村泰隆 

↑ 職業訓練所の前で記念撮影 

参加者の金城様からのお手紙 → 

奨学金授与式にて 
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IV-JAPAN のラオスにおけるプロジェクトは、大学の教え子がラオス事務所に勤

めるようになって知りました。折を見てブログを覗くのが楽しみになり、木工研

修生が木材を加工する段階からどっしりした見事なテーブルに仕上げていく様

子に喜び、7 月の南部アタプー県の水害被災者支援の奥地に及ぶ必需品の搬送の

様子には感動しました。同時にその背景にみえる風土に、かつて滞在したことが

ある隣国ベトナムの風景が懐かしく脳裏によみがえってきました。ベトナムの奥

地で養蚕支援を行っている方や農村で診察する医師などを訪れる機会があり、地

元の方達の生活やニーズに寄り添うことの大切さ、大変さを知りました。 

ニュースレターを見ると IV-JAPANの冨永幸子代表もまた現地での地道な活動から、なにが必要

かを見極めたうえで、JICA などの諸機関やラオス当局の支援を取り付けて、多岐にわたる事業を

成功裏に進めておられることがうかがえました。こうした素晴らしいプロジェクトに携わる大学

院の修了生が出てきたのは大きな喜びです。個人からのわずかの寄付ですが、おそらく公的資金が

使えないいろいろな場面に直面されることと思います。少しでもお役に立てば幸いに存じます。 
 

 

①NHKラジオ深夜便（冨永のラオスレポート）1月 11日（金）の深夜（1月 12日午前 0時台） 

 聞き逃しサービス：http://www4.nhk.or.jp/shinyabin/（放送日から 1週間以内） 

②ラオ語教室   日時：1 月 19日（土）13時～16時 場所：大宮区役所 多目的室 

③ラオス料理教室 日時：2 月 2日（土）13時～16時 場所：さいたま市桜木公民館調理室 

④グローバルセミナー2019 日時：2月 10日（日）10時～16時 45分 場所：コーププラザ浦和 

             報告者：JICA木工事業プロジェクトマネージャー IV-JAPAN 飯村浩 

⑤わくわく国際フェスタ 日時：2月 24日（日） 13時 30分～16時 15分  

            場所：浦和コミュニティセンター 第 15集会室（コムナーレ 9F） 

            グループディスカッションパネラー：IV-JAPAN 瀧口恭平 

国内活動 
  

 

2018 年 10月 28日（日）13：00～14：30に、埼玉県行田市に

あるものつくり大学の学園祭「碧蓮祭」において、市民特別公開

講座「主婦が始めた国際協力 30年―まずアクションからー」が

開催されました。この催しは、ものつくり大学が主催、行田市の

共催の講座で、この日は約 70人の市民や学生、大学関係者がお

話を伺いました。 

当日の冨永氏のいでたちは、シンと呼ばれる民族衣装の巻きスカートと、ラオスのシルクの生地

をアレンジしたブラウスでした。シンに使われてる柄には色々な意味があり、また近年はタイなど

で織物産業が衰退してラオスに買いに来ることもあるそうです。 

ガールスカウトの活動や、海外への渡航を契機として、海外の厳しい現実を目の当たりにしたこ

とが、どのように現在の活動につながっているかをうかがい、改めて若い時期の体験が非常に大き

いのだということを感じました。そして、これまでのラオスにおける教育や職業人育成への息の長

い支援に感動し、それで巣立っていった若者の顔にアジアの未来があると思いました。 

そして、何より、この夏のダム工事に関連した水害にもいち早く駆け付ける、その行動力に、30

年の継続の力の源を感じました。素敵な講演を、ありがとうございました。 

ものつくり大学 教務・情報課長 宮本伸子  

特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN 代表 

冨永幸子氏による市民特別公開講座に学ぶ 
 

お知らせ ※②～⑤については別紙もご参照下さい。参加ご希望の方は事務局までご連絡下さい。 
 

冨永代表による講演 

 

・グローバルフェスタ 2018 9月 29日・30日（お台場） 

・国際ふれあいフェア 2018 10月 7日（浦和パスコ前） 

・国際フェア 2018     10月 14日（さいたまスーパーアリーナ） 

・2018大宮区民フェア   10月 27日（大宮ソニックシティ） 

 

各種国際フェア出展（9月～10月） 

） 

今年度も各種国際フェアに出展し、大盛況でした！ 
ご協力いただいたボランティアの皆様、ありがとうございました。 10/8 国際ふれあいフェア 2018 

ドナーの声  萩原芳子 様（元明治大学文学部教授） 「ラオス水害支援 2018」ドナー 
 

http://www4.nhk.or.jp/shinyabin/
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認定・埼玉県指定 特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN 

 当会へのご寄付は、寄付金控除の対象になります。 
 

【 寄付者一覧（2018年 8月 1 日～2018年 11月 30日) 】 ※順不同・敬称略 

(IV-JAPAN QRコード) 

【 ドナー募集 】 

〇カノック奨学金、国際協力費・運営費、チャンパー山の民奨学金、各ドナーを随時募集してい

ます。 

①カノック奨学金ドナー    12,000円以上(年 1口)  

②国際協力費・運営費ドナー 個人:3,000円以上(年 1口)／団体・法人:10,000円以上(年１口) 

③チャンパー山の民奨学金   60,000円以上（年１口） 

〇申込方法 ※銀行振込の方は事務局までご住所等詳細をお知らせください。 

郵便振替 ：（口座番号） 00140-5-537168  （加入者名）IV-JAPAN  

銀行振込 ：埼玉りそな銀行浦和中央支店 普通預金 口座番号:5038052 

名義人：（特非）国際協力 NGO・IV－JAPAN 

 

 

タイ事務所 

Continental Mansion 34/7 Soi Lertpanya (Rajavithi9), 

  Rangnam, RajavithiBangkok 10400  Thailand 

 E-mail: valaikorn@hotmail.com 

 

ラオス事務所 

P.O Box7920 Vientaine, Lao PDR 

TEL/FAX : +856-21-316047 

E-mail: ivjapan.vte@gmail.com 

 

日本事務局 

〒330-0856 埼玉県さいたま市大宮区三橋 2-545-2-101 

TEL/FAX:048-622-8612 

E-mail: iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp 

http://iv-japan.wix.com/iv-japan 

 

(アカウンタ―ビリティセルフチェックマーク) 

【 チャンパー山の民奨学金 寄付者一覧 】 

栗林重夫（5,000 円）、高岡万葉ロータリークラブ（300,000 円）、山口正志（60,000 円） 

當銘恵友（60,000 円） 

【 カノック奨学金 寄付者一覧 1口 12,000円】 

近藤利雄（2 口）、伊藤裕子（3 口）、斎藤加代（3 口）、小野寺さとみ（3 口）、利根川恵子（1

口）、平良和子（1口）、松下俱子（1口）、村上淳子（1口）、又吉ミチ（1口）、宮澤雅博（2口）、

片山純子（1口）、高田久雄（1口）、東盛キヨ子（1 口）、岩月優子（1口）、掃部関克子（1口） 

【 ラオス水害支援 2018】 

黒岩真澄（10,000 円）、宮内（萩原）芳子（50,000 円）、土屋エミ子（10,000 円）、さいたま新

都心税理士法人（10,000 円）、伊藤睦子（3,000円）、石坂幸子（3,000円）、栗林重夫（5,000

円）、渡久地澄子（20,000円）、利根川恵子（10,000円）、松下倶子（5,000 円）、村上淳子（10,000

円）、上田義朗（3,000円）、有限会社イチカワ北海食品（10,000 円）、宮澤雅博（10,000 円）、 

神原恵（10,000円）、中田みどり（3,000 円） 

【 国際協力費・運営費 寄付者一覧 ※2,000円未満は省略させて頂きます。】 

生田英生（20,000 円）、株式会社 JTB 沖縄（20,100円）、田中誠吾（3,000円）、鈴木里美（10,000

円）、小島孝雄（10,000円）、関口博正（10,000円）、小林久純（10,000円）、川島康弘（444ド

ル=49,463円）、池田敏秀（100,000 円）、佐復正雄（3,000 円）、齋藤友美恵（3,000 円）、伊藤

裕子（4,000 円）、白川誠之（5,000 円）、北条正子（10,000 円）、栗林重夫（5,000 円）、利根

川恵子（3,000円）、松下俱子（3,000円）、村上淳子（3,000円）、有限会社イチカワ北海食品

（10,000円）、株式会社イヨベ工芸社（10,000円）、飯田昌美（10,000円）、上田義朗（3,000

円）、宮澤雅博（3,000 円）、伊藤洋子（3,000 円）、風間和江（5,000 円）、片山純子（3,000円）、

高田久雄（8,000 円）、岩月優子（3,000 円）、関矢綾子（3,000 円）、高岡万葉ロータリークラ

ブ（10,000円）、松谷富美（100ドル=11,220 円）、飯村浩（330,000ラオスキープ=4,389円）、

冨永幸子（200,000 円）                ※外貨換算には JICA 統制レートを適用 

mailto:valaikorn@hotmail.com
mailto:ivjapan.vte@gmail.com
mailto:iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp

